
［ 局］

9 款 1 項 2 目

（単位：千円）

【事業概要】

　

【補正概要】

【 事業費の内訳 】

【 事業スケジュール 】
地籍調査事業

*現計予算額とは、当初予算額と補正予算額の合計のことを指します。

４月 ５月～８月 ９月
委託契約 進捗確認等 完了検査・認証者検査

地籍調査事業

２ 月 補 正 事 業 計 画 書

令和５年度 環境創造
事  業  名

財　源　内　訳 一 般 財 源 等
区　分 金　額 国 県 負担金 その他 市債 一般財源

現計予算額
*

21,626 4,620 40 16,966

執行見込額
43,826 4,620 40 39,166

22,200 0 0 0 0 0 22,200

　地籍調査は、国土調査法及び国土調査促進特別措置法に基づき、一筆ごとの土地について、その所有者、地番、地目の
調査、並びに境界及び地積に関する測量を行い、その結果として地図（地籍図）及び簿冊（地籍簿）を作成し、地籍の明
確化を図ることを目的として実施しています。

　地籍調査事業の工程のうち、国・県による補助対象外の市単独事業の工程（現況測量・復元測量）を実施します。
　
　・実施予定地区
　　金沢区谷津町、泥亀一丁目の各一部ほか
　・実施期間：令和６年４月～令和６年９月

現計予算額
A

補正額
B

補正後
現計予算額

A+B
説　　　　明

0

地籍調査事業 21,626,000 22,200,000 43,826,000 測量等委託料

43,826,000
0

今回補正額

合　　　　計 21,626,000 22,200,000

６年度



［ 局］

8 款 1 項 3 目

（単位：千円）

【事業概要】

　

【補正概要】

４年度税収見込額（当初予算額） 円
４年度税収決算額 円
差引（積立不足額） 円

【 事業費の内訳 】

【 事業スケジュール 】
・～令和５年３月：税収見込額積立
・令和５年６月末：税収決算額確定
・～令和６月３月：積立不足額の積立

*現計予算額とは、当初予算額と補正予算額の合計のことを指します。

2,941,309,790
87,309,790

みどり基金積立金

２ 月 補 正 事 業 計 画 書

令和５年度 環境創造
事  業  名

財　源　内　訳 一 般 財 源 等
区　分 金　額 国 県 負担金 その他 市債 一般財源

現計予算額
*

2,878,000 0 0 0 0 0 2,878,000

執行見込額
2,965,310 0 0 0 0 0 2,965,310

87,310 0 0 0 0 0 87,310

緑豊かな潤いのある都市の実現に向け、緑の保全と創造を推進する「横浜みどりアップ計画[2019-2023]」に必要な経費に
充てるため、横浜みどり税の税収相当額を基金に積み立てます。

現計予算額
A

補正額
B

補正後
現計予算額

A+B
説　　　　明

2,854,000,000

みどり基金積立金 2,878,000 87,310 2,965,310 「横浜市みどり基金」に対する積立金

2,965,310

今回補正額

合　　　　計 2,878,000 87,310

　令和４年度の横浜みどり税決算額確定に伴う積立金の増額



［ 局］

8 款 2 項 1 目

（単位：千円）

【事業概要】

　

【補正概要】

【 事業費の内訳 】

【 事業スケジュール 】
①「横浜市環境管理計画」推進事業
　　横浜市環境管理計画推進：通年
②水と緑の基本計画推進事業
　　水と緑の基本計画推進：通年
③環境創造審議会運営
　　審議案件に合わせて適宜開催
④その他事務費
　　環境保全基金寄附受納：通年

*現計予算額とは、当初予算額と補正予算額の合計のことを指します。

6,168

企画事業

２ 月 補 正 事 業 計 画 書

令和５年度 環境創造
事  業  名

財　源　内　訳 一 般 財 源 等
区　分 金　額 国 県 負担金 その他 市債 一般財源

現計予算額
*

24,526 11,350 13,176

執行見込額
41,526 28,350 13,176

17,000 0 0 0 17,000 0 0

①「横浜市環境管理計画」推進事業
　　「横浜市環境の保全及び創造に関する基本条例」に基づき、「横浜市環境管理計画」を策定しています。
②水と緑の基本計画推進事業
　　平成28年に改定した「横浜市水と緑の基本計画」を推進します。
③環境創造審議会運営
　　横浜市の環境の保全及び創造に関する事項について、学識経験者等により構成する環境創造審議会において
　調査審議します。
④その他事務費
　　今回補正要求する環境保全基金は、良好な環境の保全・創造を図るために、「横浜市環境保全基金条例」により、
　平成２年３月２４日に設置した基金です。環境保全に関する知識の普及や実践活動を支援し、地域に根ざした
　環境保全活動を展開するために、基金の運用益や個人、企業等から環境保全基金にいただいた寄附金の一部を活用
　しています。

　横浜市環境保全基金に対し、ふるさと納税などにより、当初予算を上回るご寄附をいただきました。
基金に積み立てるにあたり、積立金の当初予算額を超過するため、今後の見込額を含め積立金を要求します。

現計予算額
A

補正額
B

補正後
現計予算額

A+B
説　　　　明

1,119

①「横浜市環境管理計画」
　推進事業

7,593 0 7,593

②水と緑の基本計画推進事業 6,168 0

41,526

④その他事務費 9,646 17,000 26,646
ふるさと納税等による寄附金の増に
伴う基金積立金の増額

今回補正額

合　　　　計 24,526 17,000

③環境創造審議会運営 1,119 0



［ 局］

8 款 4 項 2 目

（単位：千円）

【事業概要】

　

【補正概要】

【 事業費の内訳 】

【 事業スケジュール 】
ウド軟化栽培施設撤去

*現計予算額とは、当初予算額と補正予算額の合計のことを指します。

①上瀬谷地区の生産振興 11,000 0 11,000
②既存ウド軟化栽培施設撤去 64,520 62,000 126,520 分割工事から一括工事に変更したため

工事完了
３月

工事着手 工事 工事 工事 工事 工事 工事 工事 ～

６年度
３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 ～

旧上瀬谷通信施設農業関連事業

２ 月 補 正 事 業 計 画 書

令和５年度 環境創造
事  業  名

財　源　内　訳 一 般 財 源 等
区　分 金　額 国 県 負担金 その他 市債 一般財源

現計予算額
*

89,242 0 0 0 0 0 89,242

執行見込額
151,242 0 0 0 0 0 151,242

62,000 0 0 0 0 0 62,000

　上瀬谷通信施設の使用時に農業振興のため設置したウド軟化栽培施設を原状回復して国に引き渡すため、撤去工事等を
行います。
　当初予算では、ウド軟化栽培施設についての維持管理経費3,000千円、撤去設計費10,000千円、撤去費51,520千円として
いました。

　都市整備局が実施している汚染土壌撤去工事の状況を踏まえ、２か年に分割して発注する予定で発注準備を進めてきま
したが、都市整備局等との調整の結果、令和６年３月にウド軟化栽培施設撤去工事の着手のめどが立ち、工期の短縮やコ
ストの抑制効果も考えられることから、早期の撤去工事完了を目指し、一括工事で行うこととします。
　
◆工事概要
・対象施設：ウド軟化栽培施設の撤去
　　　　　　施設面積 約13,000ｍ2（国有地）、ウド室88 室、中央通路、空気孔 等

・実施期間：令和６年３月～７年３月

現計予算額
A

補正額
B

補正後
現計予算額

A+B
説　　　　明

10,000
③農業環境維持 2,800 0 2,800

151,242
⑤事務費 922 0 922

今回補正額

合　　　　計 89,242 62,000

④農業振興策の検討 10,000 0

５年度



［ 局］

8 款 5 項 2 目

（単位：千円）

【事業概要】

【補正概要】

【 事業費の内訳 】

【 事業スケジュール 】
令和５年４月以降、随時寄附受納後、基金へ積立

*現計予算額とは、当初予算額と補正予算額の合計のことを指します。

動物園基金事業

２ 月 補 正 事 業 計 画 書

令和５年度 環境創造
事  業  名

財　源　内　訳 一 般 財 源 等
区　分 金　額 国 県 負担金 その他 市債 一般財源

現計予算額
*

13,220 8,001 5,219

執行見込額
68,220

55,000 0 0 0 55,000

63,001

補正額
B

補正後
現計予算額

A+B
説　　　　明

5,219

68,220 寄附金の増に伴う積立金の増額

68,220

0 0

　動物園の役割の一つとして、種の保存があることから、生物多様性の保全への国際的な貢献が求められており、遺伝的
多様性の確保等から国際間での調整が必要となっています。これに対応するため、動物収集を資金的な裏付けの下で着実
に行えるよう、動物園に不可欠な動物の収集及びこれに附帯する事業の推進に活用します。

　横浜市動物園基金に対し、令和５年12月末現在、ふるさと納税などにより、当初予算を上回るご寄附をいただきまし
た。基金に積み立てるにあたり、積立金が当初予算額を超過するため、第４四半期見込額を含めた補正をするものです。
　当初予算編成においては、過年度実績等から不足を生じないようR4予算から3,000千円の増額を行い編成しましたが、
実績額がそれを上回ったものです。

現計予算額
A

今回補正額

合　　　　計 13,220 55,000

動物園基金事業 13,220 55,000



［ 局］

1 款 3 項 1 目

（単位：千円）

【事業概要】

　

【補正概要】

繰替運用益（見込み） 円
普通利息（見込み） 円
合計 円

【 事業費の内訳 】

【 事業スケジュール 】
・令和５年４月３日～令和６年３月２９日：運用

*現計予算額とは、当初予算額と補正予算額の合計のことを指します。

1,224
1,126,958

みどり基金積立金

２ 月 補 正 事 業 計 画 書

令和５年度 環境創造
事  業  名

財　源　内　訳 一 般 財 源 等
区　分 金　額 国 県 負担金 その他 市債 一般財源

現計予算額
*

1,000 0 0 0 1,000 0 0

執行見込額
1,130 0 0 0 1,130 0 0

130 0 0 0 130 0 0

「横浜市における資金管理方針」に基づき横浜みどり基金を運用し、運用益を横浜みどり基金に積み立てます。

現計予算額
A

補正額
B

補正後
現計予算額

A+B
説　　　　明

1,125,734

みどり基金積立金 1,000 130 1,130
「横浜市みどり基金」に対する運用益
等の積立金

1,130

今回補正額

合　　　　計 1,000 130

運用益等の増分のみどり基金への積立に伴う増額


